
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
・
実
態
調
査
の
結
果

　
「
豊
岡
市
人
権
に
関
す
る
市
民

意
識
・
実
態
調
査
」を
昨
年
7
月

に
実
施
し
ま
し
た
。
集
計
結
果
の

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
が
実
施
し
て
い
る「
人
権
」に

関
す
る
教
育
・
啓
発
活
動
に
対
し

て
効
果
を
検
証
し「
一
人
一
人
を
尊

重
す
る
ま
ち
づ
く
り
」に
向
け
た

取
組
み
を
さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ

せ
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課

　

☎
23
–
0
3
4
1

▽
調
査
期
間　
7
月
13
日
〜
8
月

　

1
日

▽
対
象　
地
域
別
・
年
代
別
に
無

作
為
抽
出
し
た
市
内
在
住
の
20

歳
以
上
の
男
女
2
千
人

▽
回
答
者
数　
1
1
2
2
人

▽
回
収
率　
56
・
1
％

▽
実
施
、
集
計
、
分
析
の
協
力
：

神
戸
学
院
大
学
現
代
社
会
学
部

教
授
・
神
原
文
子
さ
ん

※
百
分
率（
%
）は
端
数
処
理
の
関

係
で
、
合
計
が
1　
0　
0
％
に
な

ら
な
い
場
合
あ
り

　

図
1
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課

題
の
問
題
意
識
を
尋
ね
た
設
問
へ

の
回
答
結
果
で
す
。
ど
の
設
問
も

「
問
題
あ
り
」と「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
問
題
あ
り
」の
比
率
が
高
い

ほ
ど
、
人
権
意
識
が
高
い
と
い
え

ま
す
。
人
権
意
識
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
設
問
は「
親
の
世
話
や

介
護
は
、
主
に
女
性
の
役
割
だ
と

考
え
る
こ
と
」「
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
の
氏
名
な
ど
を
、
本
人
の

了
解
な
し
に
報
道
す
る
こ
と
」で
、

8
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し「
子
ど
も
の
し
つ
け
の

た
め
に
は
、
と
き
に
は
体
罰
も
必

要
だ
と
考
え
る
こ
と
」に
つ
い
て

は
、
46
％
と
人
権
意
識
が
低
い
結

果
と
な
っ
て
お
り
、
女
性（
50
・

6
％
）よ
り
男
性（
40
・
8
％
）の

比
率
が
低
く
、
男
性
に
体
罰
を
容

認
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
子

ど
も
に
対
す
る
体
罰
は
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
人
権

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

実
施
概
要

人
権
意
識

過
去
5
年
間
の
人
権
侵
害

《図１ 自身の人権意識》［回答数：1,055］

家庭における体罰や虐待など

学校におけるいじめや体罰など

職場におけるハラスメント（いやがらせ）

高齢者であることを理由とした差別

障がいがあることを理由とした差別

同和問題を理由とした差別

性別を理由とした不当な待遇

その他

ある（あった
と思う）
17.3％

わからない
16.7％

ない（なかったと思う）
64.7％

無回答 1.2％
6.0％

7.1％

57.4％

9.8％

7.1％

6.0％

21.9％

0.0％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

飲食店が、盲導犬の入店を断ること

外国人であることを理由に、アパ
ートなどへの入居を拒否すること

ニートやひきこもりの原因は、本
人の責任が大きいと考えること

地域住民が精神病院や障がい者施
設などの建設に反対すること

子どものしつけのためには、とき
には体罰も必要だと考えること

親の世話や介護は、主に女性の役
割だと考えること

犯罪被害者やその家族の氏名など
を、本人の了解なしに報道すること

ヘイトスピーチも、表現の自由で
あると考えること

■問題あり　■どちらかといえば問題あり　■どちらかといえば問題なし　■問題なし　■わからない　■無回答

35.3 31.5 10.5 7.8 11.7 3.3

24.7 40.9 13.2 6.5 11.3 3.3

19.0 37.4 15.5 8.0 17.3 2.9

31.8 37.2 9.5 3.8 14.9 2.9

20.4 25.6 30.1 13.0 7.7 3.2

27.4 26.9 8.2 3.2 29.5 4.8

65.2 21.4
2.9

3.1
4.5 2.8

58.6 30.5
3.8

1.1

3.3

2.7

《図２ 自身の人権侵害の被害経験》
［回答数：1,055］

《図３ 人権侵害の内容》［回答数：183］
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0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

差別された人の話を聞くと憤りを覚え、
何とかしなければと思う

差別を許さない態度を身につけることは、
他の人権問題の解決にもプラスになる

同和地区の人と深く関わることに、ため
らいを感じる

同和問題のことは口に出さず、そっとし
ておく

同和問題の解決には、行政が積極的に関
与していくべきだ

同和問題が日本にあることは恥ずべきこ
とだ

同和問題を完全に解決することは無理だ

同和問題を知らない子どもたちには、教
えないようにするべきだ

■そう思う　■どちらかといえばそう思う　■どちらかといえばそう思わない　■そう思わない　■どちらともいえない　■無回答

14.8 43.3 8.4 6.3 23.2 4.0

30.8 40.7 5.3 4.5 15.1 3.6

4.3 14.3 23.3 41.0 13.8 3.3

24.3 32.1 9.3 11.6 19.1 3.5

17.4 27.1 12.8 13.0 25.7 4.1

18.3 17.8 13.6 27.7 20.0 2.7

20.1 28.1 12.8 17.3 19.2 2.6

25.4 27.7 8.6 14.9 20.4 3.1

　

図
2
か
ら
4
は
、
過
去
5
年
間

の
人
権
侵
害
に
つ
い
て
尋
ね
た
設

問
へ
の
回
答
結
果
で
す
。
人
権
侵

害
の
経
験
が「
あ
る（
あ
っ
た
と
思

う
）」と
回
答
し
た
人
は
17
・
3
％

で
、
そ
の
半
数
以
上
が「
職
場
に

お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
い
や
が

ら
せ
）」を
受
け
た
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
他
の
人
権
侵
害
に
比
べ
高

い
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
全

体
で
職
場
環
境
の
見
直
し
が
必
要

で
す
。

　

図
5
、
6
は
、
同
和
問
題（
部

落
差
別
）の
認
知
度
と
意
識
に
つ

い
て
尋
ね
た
設
問
へ
の
回
答
結
果

で
す
。
約
9
割
が
同
和
問
題（
部

落
差
別
）を
知
っ
て
い
る
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
代
別

で
は
20
代
の
約
4
割
が「
知
ら
な

い
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

意
識
に
つ
い
て
は「
差
別
さ
れ

た
人
の
話
を
聞
く
と
憤
り
を
覚

え
、何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
う
」

「
差
別
を
許
さ
な
い
態
度
を
身
に

付
け
る
こ
と
は
、
他
の
人
権
問
題

の
解
決
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
」は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
を
含
む「
そ

う
思
う
」の
割
合
が
高
い
も
の
の
、

他
方「
同
和
問
題
の
こ
と
は
口
に

出
さ
ず
、
そ
っ
と
し
て
お
く
」や

「
同
和
問
題
を
完
全
に
解
決
す
る

こ
と
は
無
理
だ
」と
い
っ
た
、
同

和
問
題
の
存
在
を
半
ば
容
認
す
る

よ
う
な
意
識
も
高
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

差
別
解
消
に
向
け
、
誰
も
が
同

和
問
題（
部
落
差
別
）の
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
、
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
後
、
集
計
結
果
の
詳
細
な
分

析
に
よ
る
結
果
報
告
書
を
作
成
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

人
権
侵
害
を
受
け
た
と
き
の
対

応
で
は
、
男
女
共
約
半
数
が「
が

ま
ん
し
た
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

「
家
族
や
親
戚
に
相
談
し
た
」と
回

答
し
た
割
合
は
、男
性（
20
・
5
％
）

よ
り
も
女
性（
29
・
0
％
）が
高
く
、

高
齢
者
よ
り
20
代（
34
・
8
％
）、

30
代（
35
・
3
％
）が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

同
和
問
題（
部
落
差
別
）

《図６ 同和問題（部落差別）に対する意識》［回答数：962］

知らない
8.6％

知っている
91.2％

無回答 0.2％

身近な人に相談した

家族や親戚に相談した

県や市などの相談窓口に相談した

人権擁護委員に相談した

相手に抗議した

がまんした

その他

おぼえていない

35.5％

25.1％

4.9％

1.1％

13.7％

10.4％

1.1％

49.7％

《図４ 人権侵害を受けたときの対応》［回答数：183］

《図５ 同和問題（部落差別）の認知度》
［回答数：1,055］
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